キタチョウセン ノ チカ シゲン ノ ゲンジョウ by 宮塚  利雄 et al.
北朝鮮の地下資源の現状





























































































3,750 万 t を生産したが、2008 年には 2,506 万 t
を生産し、1985 年の最高の生産対比 66.8％に
とどまり、鉄鉱は 1985 年に 980 万 t 生産し、


















鉱種 単位 埋蔵量 潜在価値（億ウォン） 南韓輸入依存率
韓国 北朝鮮 韓国 北朝鮮
金
千万トン
０・03 １－２ 4,690 234,500 98・49
銀 1,175 ３－５ 2,960 10,077 87・54
銅 41 2,155 551 28,961 100
鉛 305 6,000 1,174 23,095 99・96
亜鉛 億トン 0・004 １－２ 2,648 90,273 100
鉄
千トン
0・197 20 － 40 4,849 738,426 99・49
重石 100 200 － 300 869 2,173 100
モリブデン 10 １－３ 2,086 417 100
マンガン 123 100 － 300 208 65 100
ニッケル － 10 － 20 － 36 100
黒鉛 億トン 1,837 6,000 11,834 38,652 99・36
石灰石
千トン
65,478 1,000 652,486 9,964,955 0・65
高嶺土 74,357 ２，000 11,438 308 10・67
滑石 5,451 600 5,451 600 54・73
石綿 511 13 552 14 －
蛍石 345 500 530 768 100
マグネサイト
億トン
－ 30 － 40 － 1,260,000 100
無煙炭 3,353 117 247,216 8,626,386 57・09


















































































１～７月の対中国輸出量は 617 万５千 t、鉄鉱
石は 118 万３千 t である。石炭は７月まで輸出
量が 2010 年の全体輸出量（464 万１千 t）より、
153 万４千 t も増加した。鉄鉱石は７月まで輸
出量が 2010 年の全輸出量の（200 万７千 t）対






の国家経済開発 10 か年戦略計画の 12 分野の推
進課題に、地下資源開発を含めることにした。
これとは別途に金正日委員長の鉱山の現地指導







2008 年（2,506t）に比べ 2009 年の生産（2,550
万 t）は、わずか３・５％の増加にとどまり、
また他の主要輸出品である鉄鉱石は、2008 年












































































ある③。茂山鉱山は生産能力が 650 万 t 水準で










841 万 t（銑鉄１t 生産するのに、鉄鉱石１・
54t が所要）必要である。しかし、北朝鮮の鉄































年度 2005 2006 2007 2008 2009













によって、年間 650 万 t の精鉱を生産すること
ができるが、装備の老朽化によって、年間の精







































ウクライナ 300 億 t 5,600 万 t
ロシア 250 億 t 8,500 万 t
中国 220 億 t ９億 t
オーストラリア 200 億 t ３億 7,000 万 t
ブラジル 160 億 t ３億 8,000 万 t
カザフスタン 83 億 t 2,100 万 t
インド 70 億 t ２億 6,000 万 t
アメリカ 69 億 t 2,600 万 t
ベネズエラ 40 億 t 1,600 万 t
スエーデン 35 億 t 1,800 万 t
イラン 25 億 t 3,300 万 t
北朝鮮 50 億 t －
その他 110 億 t 4,700 万 t

































































区分 埋蔵量（品位） 生産規模（年間） 比較

































































































































































150 万 t であり、品位は Au５～６g/t、Ag12
～14g/t、Cu０・４～０・５％である。遂安鉱































マ グ ネ シ ア（caustic-calcined magnesia : 
CCM）、② 1,450℃以上で熱処理したマグネシ
ア（dead-burned magnesia :DBM）、そして③











区分 2006 年 2007 年 2008 年 2009 年
国内生産（t） ０ ０ ０ ０













品である MgO95％以上の、高純度 DBM が造
られる。北朝鮮のマグネサイトの埋蔵量は、鉱










カー工場などで、200 万 t 以上のクリンカーを
生産し、東ヨーロッパなどに販売したが、今は


































万 t、第二選鉱場が精鉱 54 万 t など、総 134 万

















間の選鉱能力は 60 万 t であるが、実際の生産
北朝鮮の地下資源の現状（宮塚　利雄）
－ 64 －
量は年間 36 万 t（2006 年基準）である。電力



















































ロシア ６億 5,000 万 t 35 万 t
中国 ５億 5,000 万 t 280 万 t
北朝鮮 ４億 5,000 万 t ５万 t
ブラジル 9,900 万 t 10 万 t
オーストラリア 9,500 万 t 13 万 t
トルコ 4,900 万 t 60 万 t
スロバキア 3,600 万 t 27 万 t
ギリシャ 3,000 万 t 10 万 t
オーストリア 1,500 万 t 20 万 t
スペイン 1,000 万 t 13 万 t
アメリカ 1,000 万 t 10 万 t
その他 ３億 9,000 万 t 16 万 t
合計 23 億 8,400 万 t 499 万 t












































































































































区分 産業団地名 団地の位置 代表産業
１ 亜鉛精錬団地 咸鏡南道　端川 剣徳鉱山　端川精錬所
２ 耐火物生産団地 咸鏡南道　端川 大興鉱山　端川マグネシア工場
３ 製鐵産業団地 咸鏡北道　清津 茂山鉄鉱　金策製鉄所
４ 銅精錬団地 両江道　　恵山 恵山鉱山　雲興精錬所
５ 火力発電団地 平安南道　順川 榟洞鉱山　東平壌火力発電所
６ セメント産業団地 平安南道　順川 順川鉱山　順川セメント工場
７ 原子力産業団地 平安北道　寧辺 博川鉱山　寧辺ウラニューム加工工場
























































区分 合計 水力 火力
設備容量（MW）
容量 72,491 5,505 47,082
韓国 比率 100 ７・６ 65・０
電力生産量（億 KWh）
生産量 4,244 56 2,679
比率 100 １・３ 63・１
設備容量（MW）
容量 7,497 4,487 3,010
北朝鮮 比率 100 62・１ 36・９
電力生産量（億 KWh）
生産量 255 141 141




























































種類／区分 炭素含量 発熱量（kcal/kg）        揮発分（％）
泥炭 60 3,000～4,000 －
褐炭 70 4,000～6,000 40
有煙炭 80～90 ＜ 8,100 20
無煙炭 85～90 ＞ 7,000 ３～７
［表－９－２］　韓国における石炭の需給動向
区分 2006 年 2007 年 2008 年 2009 年
国内生産 279 万７千 t 288 万六千 t 277 万三千 t 251 万九千 t





に無煙炭の埋蔵量が 10 億 t 以上の国家はロシ
ア、中国、ウクライナ、ベトナム、北朝鮮など
で、ベトナムは世界最大の輸出国で 2007 年に
は 3,250 万 t を輸出した。























る。2010 年の対中国輸出額は３億 9,100 万ドル
（461 万 t）で、前年度（２億 6,500 万ドル、360


















ロシア 68 億 7,000 万 t 862 万８千 t
中国 60 億 8,000 万 t 526 万５千 t
ウクライナ 57 億 9,000 万 t 269 万４千 t
ベトナム 22 億 6,000 万 t 3,250 万 t
北朝鮮 15 億 3,000 万 t 220 万 t
南アフリカ共和国 ７億 1,000 万 t －
韓国 119 万９千 t
スペイン ２億 t －
ポーランド 6,300 万 t －
アメリカ 6,000 万 t 27 万８千 t
出処：Anthracite coal conference（2007 年）　Poland
「表－９－４」　北朝鮮の年度別石炭の生産量
区分 / 年度 2005 2006 2007 2008 2009


























は ３ 億 t で、 炭 質（ 無 煙 炭 ） は 6,000～
6,800kcal/kg だ。坑内開発によって年間 100 万
t を生産することができるが、実際の生産量は















惹起」（2011 年 10 月号）









３％増加した 10 兆 4,340 億 7,700 万ドルであり、
韓国は 44・５％増加した 4,724 億 9,200 百万ド
ルと推定される。北朝鮮の主用地下資源の潜在
価値は、韓国の 22 倍水準である。北朝鮮の主
用鉱物中、金の潜在価値は 1,346 億 8,700 百万
ドルで、韓国の 20 億 2,500 百万ドルの 67 倍で
あり、鉄鉱石は 7,946 億 7,700 百万ドルで、韓
国の 59 億 8,600 百万ドルの 133 倍である。北
朝鮮で最も潜在価値の高い鉱物は石炭で、３兆




価 値 は 163 億 300 百 万 ド ル で、 韓 国 の 38 億
2,800 百万ドルの４倍と推定され、希土類の場








場合、生産能力は 5,765 万 t であるが、生産量
は 2,550 万 t（2009 年）にとどまり、鉱山の稼
働率は 44・２％に過ぎない。鉄鉱石の場合も
生産能力は 1,350 万 t であるが、生産量は 495
万 5,000t（2009 年）で、鉱山の稼働率は 36・
７％に過ぎない。北朝鮮の代表的な鉱山である
茂山鉱山場合も、生産能力は650万tであるが、




















28％増加した 461 万 t で、鉄鉱石は前年対比





























































した」（『労働新聞』1999 年４月 22 日号）。そ
「表－ 10 －１」　南北韓の主要地下資源の潜在価値　　単位：100 万 us ＄
区分 2008 年 2011 年 増減率
北朝鮮 6,333,808 10,434,077 39・３
韓国 262,232 472,492 44・５


















2008 865 10・79 150 2,902 １,120・５ 949 134
2011 1,444.94 34・92 183・42 9,401・61 23,224・87 2,521・04 187
増減率 40・１％ 69・１％ 18・２％ 69・１％ 95・２％ 62・４％ 28・３％
資料：北朝鮮資源研究所
「表－ 10 －３」北朝鮮の主用鉱物の生産
鉱種 基準 単位 生産量 生産額（US ＄千）
金 金属 t（トン） ２ 92,913
銀 金属 　　t 20 22,454
鉄鉱石 Fe63・５％ 1000t 4,955 908,846
銅 金属 1000t 12 112,819
亜鉛 金属 1000t 70 162,741
鉛 金属 1000t 13 33,554
重石 WO３　65％ 　　t 350 142
マグネサイト М gO　95％ 1000t 15 7,545
燐鉱石 P205　30％ 1000t 30 5,130
黒鉛 FC　95％ 　　t 30 561
石炭 各種 1000t 25,500 4,768,500
合計 6,115,205
注）１．資料源：US　Geology survey 2011 年統計資料
　　２．鉱物価格及び換率基準（2011 年の上半期の平均価格）
　　　　・金、銀価格：ロンドンの金市場連合会（LB М A）価格




























































































築の連携した進出が必要」（2010 年 12 月号）
　９回目　「北朝鮮のウラニュームの採掘可能
量は 400 万トン」（2011 年１月号）













　17 回目　「北朝鮮の黒鉛埋蔵量 200 万トン…
世界４位」（2011 年９月号）
　18 回目　「北朝鮮、資源の生産増加なく輸出















































































平成 23 年（2011 年）第１号　財団法人ラヂ
オプレス　15 ページ）。2010 年の共同社説に
おける「４大先行部門」の中での石炭につい
ては「石炭鉱業部門は、火力発電所、化学工
場をはじめとする重要プロジェクトに、必要
な石炭を無条件で生産、供給し、近代化を推
し進めて生産能力を不断に高めるべきであ
る」（前掲書　23 ページ）と、評している。
